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堺 アルフォンス･ミュシャ館 

企画展「ミュシャが夢見たハーモニー」を開催します 
 

堺 アルフォンス･ミュシャ館では、企画展「ミュシャが夢見たハーモニー」を以下のとおり開催します。 

本展では、堺 アルフォンス･ミュシャ館が所蔵する代表的な作品・大型油彩画《ハーモニー》を中心に、数々の作品

に共通するモチーフや構図を読み解きながら、ミュシャが作品を通じて人々に伝えようとした想いを探ることで、「調和」を

テーマとしたミュシャの芸術家としての新しい一面を紹介します。 

 

1 企画展概要 

展覧会名 企画展「ミュシャが夢見たハーモニー」 

日時 
令和 7 年 12 月 6 日（土）～令和 8 年 3 月 29 日（日） 

午前 9 時 30 分～午後 5 時 15 分（入館は午後 4 時 30 分まで） 

休館日 

月曜日、年末年始、休日の翌平日 （ただし、1 月 12 日（月・祝）、2 月 9 日（月）、 

2 月 12 日（木）、2 月 23 日（月・祝）は開館） 

※詳細は、別紙をご覧ください。 

場所 

堺 アルフォンス･ミュシャ館（堺市立文化館） 

（堺市堺区田出井町 1-2-200 ベルマージュ堺弐番館）  

JR 阪和線「堺市」駅より西へ約 250m 

観覧料 
一般 510 円（410 円）、高校･大学生 310 円（250 円）、小･中学生 100 円（80 円） 

※（ ）は 20 人以上 100 人未満の団体料金 

※見どころや展示構成、関連イベントなどの詳細は、別紙をご覧ください。 

アルフォンス･ミュシャ《ハーモニー》 

1908 年 油彩、カンヴァス 堺 アルフォンス･ミュシャ館（堺市）蔵 

 



 

2 アルフォンス･ミュシャ 

・19 世紀末のパリで一躍人気のポスター作家として才能を開花させたアルフォンス・ミュシャ（1860-1939）は、芸

術様式アール・ヌーヴォーを代表する画家として広く知られています。 

・ミュシャのポスター作家としての成功は、稀代の女優サラ・ベルナール（1844-1923）との出会いにより、彼の名が

パリ中に広まったことがきっかけです。 

・1900 年のパリ万国博覧会への出展を経て、後年には祖国チェコへの芸術的貢献を願い、大連作《スラヴ叙事

詩》をはじめ、チェコの独立と平和を願った油彩画などを制作しました。 

 

3 堺市とミュシャの関係 

・堺 アルフォンス･ミュシャ館が所蔵するミュシャとその関連作家の作品約 520 点は株式会社ドイの創業者、土居

君雄氏（1926-1990）の収集を基にしたものです。土居氏の没後に遺族によって堺市に寄贈されました。 

・コレクションは、ミュシャのポスターや油彩画、素描や宝飾品など、世界有数を誇る体系的な作品で構成されてい

ます。 

・堺 アルフォンス・ミュシャ館では、ミュシャの初期から晩年期にまでわたる作品を展示し、様々なテーマでその創作

活動を紹介しています。 

 

問
い
合
わ
せ
先 

（企画展に関すること） 

担 当：公益財団法人堺市文化振興財団  

堺 アルフォンス･ミュシャ館（堺市立文化館）

電 話：072-222-7227 

フ ァ ッ ク ス：072-222-6116 

（本市の文化振興に関すること） 

担 当 課：文化観光局 文化国際部 文化課   

電 話：072-228-7143 

フ ァ ッ ク ス：072-228-8174 

 






